
　

10
月
６
日
、
ベ
ル
フ
ォ
ー

レ
に
て
、
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
協
議
会
と
市
の
主

催
に
よ
る
市
民
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
専

門
医
を
講
師
に
招
い
て
行
わ

れ
た
講
演
で
は
、「
認
知
症
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
認

知
症
の
方
が
受
け
ら
れ
る
制

度
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
迷
っ
て

い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
し

た
の
で
安
心
し
ま
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
早

期
発
見
・
早
期
対
応
に
つ
い

て
の
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

認
知
症
は
早
期
対
応
！

市
民
講
演
会
開
催

　

10
月
28
日
、
ク
リ
ー
ン
坂

東
が
晴
天
の
な
か
開
催
さ
れ
、

約
一
万
人
の
市
民
の
み
な
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
道
路
沿
い

や
ご
み
集
積
所
な
ど
の
美
化

作
業
を
行
い
、
集
め
ら
れ
た

ゴ
ミ
の
量
は
７
０
０
０
㎏
に

な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
５
月
と
10
月
の
最

終
日
曜
日
を
環
境
美
化
の
日

と
定
め
、「
ク
リ
ー
ン
坂
東
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の

分
別
方
法
を
み
な
さ
ん
で
一
緒

に
理
解
す
る
良
い
機
会
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
を
き
れ
い
に
！

「
ク
リ
ー
ン
坂
東
」

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営

業
の
方
々
と
そ
の
ご
家
族
な

ど
が
国
民
年
金
と
セ
ッ
ト
で

加
入
し
て
、
掛
金
の
税
優
遇

を
受
け
な
が
ら
積
み
立
て
、

老
後
に
国
民
年
金
に
上
乗
せ

の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
、
公

的
な
個
人
年
金
で
す
。

終
身
年
金
が
基
本
で
す

●�

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る

終
身
年
金
が
基
本
で
す
の

で
、
長
い
老
後
（
人
生
１

０
０
年
）
の
生
活
に
備
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掛

金
額
も
一
定
で
す
。

●�

掛
金
の
支
払
い
に
よ
り
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

確
定
し
ま
す
。

●�

途
中
で
口
数
を
変
更
し
な

い
場
合
、
加
入
時
の
掛
金

額
は
払
込
額
終
了
ま
で
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

�

税
制
上
の
優
遇

●�

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
、
確
定
申
告
で
税
金

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●�
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

●�

遺
族
一
時
金
は
全
額
非
課

税
で
す
。

　

※
平
成
30
年
1
月
現
在

■
お
問
合
せ
・
資
料
請
求
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